
令和５年度（2023年度）八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、高齢者の通いの場を運営する地域の自主的な団体（以下、「サロン」という）

の活動に必要となる経費に対して、市が当該年度において予算の範囲内で交付する補助金に

関し、補助金等の交付の手続等に関する規則（昭和３５年八王子市規則第１９号）に定めるもの

のほか、必要な事項を定めるものとする。 

 

（目的） 

第２条 サロンにおけるレクリエーション・趣味活動や介護予防活動を支援することで、高齢者の

孤独感や引きこもりの解消につなげるとともに、心身機能低下を予防することを目的とする。 

 

（対象） 

第３条 補助金の交付は、別添「八王子市ふれあい・いきいきサロン運営基準」に規定する条件を

満たした団体を対象とする。 

２ 前項のうち、補助金を不要とし、登録のみを申請する団体を「自主サロン」という。 

 

（補助の区分等） 

第４条 補助の区分、補助金額、対象経費は、別記のとおりとする。 

 

（交付及び登録の申請） 

第５条 補助金の交付を受けようとする団体は、次に掲げる書類を八王子市長（以下「市長」とい

う。）へ提出しなければならない。 

（１） 令和５年度（2023 年度）八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金交付申

請書（様式第１-１号） 

（２） 令和５年度（2023 年度）八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金予算書

（様式第１-２号） 

（３） 令和５年度（2023 年度）八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金活動計

画書（様式第１-３号） 

（４） 令和５年度（2023 年度）八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金運営者

（スタッフ）名簿（様式第１-４号） 

（５） 令和５年度（2023 年度）八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金交付請

求書（様式第１-５号） 

（６） 会則 

２ 自主サロンの登録を希望する団体は、次に掲げる書類を市長へ提出しなければならない。 

（１） 令和５年度（2023 年度）八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業自主サロン登

録申請書（様式第２号） 

（２） 令和５年度（2023 年度）八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金活動計

画書（様式第１-３号） 

（３） 令和５年度（2023 年度）八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金運営者

（スタッフ）名簿（様式第１-４号） 



（４） 会則 

 

（交付及び登録の決定） 

第６条 市長は、前条の規定により申請を受付したときは、書類審査及び必要に応じて実態調査

を行い、地域バランスや計画等を総合的に判断したうえで、予算の範囲内で優先度の高い順

に交付又は登録を決定する。 

２ 前項の決定後、市長は速やかに八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金交付

決定通知書（様式第３号）又は八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業自主サロン登

録決定通知書（様式第４号）により団体へ通知する。 

 

（補助金の交付） 

第７条 市長は、前条の規定に基づき交付決定を行った団体に対し、第４条に基づく補助金を交

付する。 

２ 補助金の交付は、市長が認める場合を除き、口座振替で行う。 

 

（実績報告） 

第８条 補助金の交付を受けた団体は、補助金対象年度終了後、次に掲げる書類を指定する期

日までに市長へ提出しなければならない。 

（１） 令和５年度（2023 年度）八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金実績報

告書兼決算報告書（様式第５-１号） 

（２） 令和５年度（2023 年度）八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金活動報

告書（様式第５-２号） 

２ 自主サロンの登録を受けた団体は、登録対象年度終了後、次に掲げる書類を指定する期日ま

でに市長へ提出しなければならない。 

（１） 令和５年度（2023 年度）八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金実績報

告書兼決算報告書（様式第５-１号） 

（２） 令和５年度（2023 年度）八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金活動報

告書（様式第５-２号） 

 

（補助金の確定） 

第９条 市長は、前条の規定による実績報告を受けたときは、審査及び必要に応じて調査を行う。 

２ 市長は、補助金の交付決定の内容に適合すると認めたときは、補助金の額を確定し、令和５年

度（2023 年度）八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金確定通知書（様式第

６号）により団体へその旨を通知する。 

 

（変更） 

第１０条 年度途中にサロン名、代表者住所・氏名・印・連絡先、活動場所・時間、その他申請した

内容に変更が生じた団体は、１か月以内に市長へ令和５年度（2023年度）八王子市ふれあい・

いきいきサロン活動支援事業補助金変更・休止申請書（様式第７号）を提出しなければならな

い。 

 



（休止） 

第１１条 年度途中に活動を休止した団体は、速やかに市長へ令和５年度（2023 年度）八王子市

ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金変更・休止申請書（様式第７号）及び第８条に規

定する書類を提出しなければならない。 

２ 市長は、第９条の規定に基づく審査等を経て当該年度の補助金の額を確定し、第９条第２項に

規定する令和５年度（2023 年度）八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金確

定通知書（様式第６号）により団体へその旨を通知する。 

 

（補助金及び登録の取消し） 

第１２条 次のいずれかに該当した場合は、補助金の交付決定の全部若しくは一部又は自主サロ

ンの登録を取り消すことができる。交付決定を取り消した場合において、取り消した部分に関し、

既に補助金を受領しているときは、市長の指示するところにより、取り消された補助金の額を返

還しなければならない。 

（１）偽りその他不正の手段により補助金の交付又は自主サロンの登録の決定を受けたとき。 

（２）補助金を他の用途に使用したとき。 

（３）補助金の交付決定の内容及び通知に付した条件に違反したとき又は市長の指示に従わな

かったとき。 

（４）暴力団の利益となる利用であることが判明したとき。暴力団による利用であるかを確認す

る必要がある場合は、所轄の警察署へ照会する。（八王子市暴力団排除条例第９条） 

（５）前各項のほか、補助金等の交付の手続等に関する規則及び他の法令に違反したとき。 

 

（補助金の返還） 

第１３条 第９条、第１１条及び前条の規定により、返還額が生じた団体は、指定された期日までに

その額を市長へ返還しなければならない。 

 

（帳簿類） 

第１４条 団体は、次のとおり支援事業に係る帳簿を常備・保管しなければならない。 

（１）支援事業に係る帳簿、領収書その他の資料を常備し、市長が必要であると認めたときは、

提示又はその内容を報告すること。 

（２）支援事業に係る帳簿、領収書その他の資料については５年間保存をすること。 

 

（補助金の見直し） 

第１５条 「補助金制度見直し方針」（平成３１年（２０１９年）２月）に基づき、見直しを行うこととする。 

 

（その他） 

第１６条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定めるものとする。 

 

附 則 

この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 



この要綱は、令和２年３月１日から施行する。 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和３年３月１日から施行する。 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和６年３月１日から施行する。 

 

  



別 記 （第４条関係） 

１．令和５年度（２０２３年度） 補助の区分と補助金額 

 

補助区分 開催日数 運営費 会場費 見守り加算 

自主サロン 年１０日以上 － － － 

ふれあい・ 

いきいき 

サロン 

年１０日以上 

１９日以下 

上限 

２４，０００円 

上限 

１２，０００円 

上限 

１０，０００円 

年２０日以上 

３９日以下 

上限 

４８，０００円 

上限 

２４，０００円 

上限 

２０，０００円 

年４０日以上 

７９日以下 

上限 

１０９，０００円 

上限 

５５，０００円 

上限 

４０，０００円 

年８０日以上 
上限 

２２１，０００円 

上限 

１１１，０００円 

上限 

８０，０００円 

 

 

２．対象経費 

費目 対象経費 

運営費 

サロン運営に係る経費（消耗品費・材料費・印刷費・外部講師への

謝礼・備品購入費（運営費補助金額の２０％以内に限る）・会場費・

その他、市長が認める経費） 

会場費 サロン会場に係る経費（会場使用料・賃貸料等） 

見守り加算 サロン参加者（スタッフ含む）同士の見守り活動にかかる経費 

 

３．運営費の対象とならない経費 

（１）飲食費（お菓子やお茶・コーヒー等を含む、飲食に係る経費） 

（２）個人の所有や権利になる経費 

（３）領収書のない経費 

（４）その他、市長が不適当と認める経費 



補 助 条 件 

 

１ 補助区分に応じた日数以上運営すること。 

２ 補助金対象年度終了後、次に掲げる書類を指定する期日までに市長へ提出すること。 

（１） 令和５年度（2023年度）八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金実績

報告書兼決算報告書（様式第５-１号） 

（２） 令和５年度（2023年度）八王子市ふれあい・いきいきサロン活動支援事業補助金活動

報告書（様式第５-２号） 

３ ２により実績報告を受けた場合、これを審査し、又は必要に応じて現地調査等を行い、補助事

業の成果が補助金の交付決定の内容及びこれに付した条件に適合しないと認めたときは、是

正のための措置（補助金の減額を含む）を命ずることがある。 

４ 年度途中にサロン名、代表者住所・氏名・印・連絡先、活動場所・時間等、申請した内容に変更

が生じた団体は、１か月以内に市長へ令和５年度（2023年度）八王子市ふれあい・いきいきサ

ロン活動支援事業補助金変更・休止申請書（様式第７号）を提出すること。 

５ 年度途中に活動を休止した団体は、速やかに市長へ令和５年度（2023年度）八王子市ふれ

あい・いきいきサロン活動支援事業補助金変更・休止申請書（様式第７号）及び２に規定する書

類を提出すること。 

６ 補助事業により取得、又は効用の増加した不動産及びその従物、並びに取得価格又は効用の

増加した価格が単価５万円以上のものについては、「補助事業等により取得し、又は効用の増

加した財産の処分制限期間」（平成２０年７月１１日厚生労働省告示第３８４号）に準拠し、ここに

定める期間を経過するまで、市長の承認を受けないで、この支援金の交付の目的に反して使

用、譲渡、交換、貸し付け、廃棄、取壊し、又は担保に供してはならない。  

７ 市長の承認を受けて６の規定による財産を処分し、当該処分により収入があった場合には、市

長は、この収入の全部又は一部を納付させることができる。 

８ 次のいずれかに該当した場合は、補助金の交付決定の全部又は一部を取り消すことがある。 

（１）偽りその他不正の手段により補助金の交付を受けたとき。 

（２）補助金を他の用途に使用したとき。 

（３）補助金の交付決定の内容及び通知に付した条件に違反したとき又は市長の指示に従わなか

ったとき。 

（４）暴力団の利益となる利用であることが判明したとき。暴力団による利用であるかを確認する

必要がある場合は、所轄の警察署へ照会する。（八王子市暴力団排除条例第９条） 

（５）前各項のほか、補助金等の交付の手続等に関する規則及び他の法令に違反したとき。 

９ ８により補助金の交付決定を取り消した場合において、当該取消しに係る部分に関し、既に補

助金を受領しているときは、市長の指示するところにより、取り消された補助金の額を返還する

こと。 

10 補助事業に係る帳簿その他の資料を常備し、市長が必要があると認めたときは、提示又はそ

の内容を報告すること。 

11 補助事業に係る帳簿、領収書その他の資料については５年間保存をすること。 

12 市長若しくはその委任を受けた者又は監査委員の監査に応じること。  



八王子市ふれあい・いきいきサロン運営基準 

 

１ 団体要件 

次に掲げる要件をすべて満たすこと。 

（１） 法人格を持たない非営利の団体（ただし、法人町会・自治会 NPO 法人等について

は対象とする）であること。 

（２） 会則等を設定し、団体の活動目的を明示していること。 

（３） 市民生活における不特定多数の利益に寄与し、高齢者に対する支援を継続的に実

施していること。 

（４） スタッフに複数の市民（市内在住・在勤・在学）を含んでいること。 

（５） 近隣住民（町会・自治会等）の理解を得ていること。 

（６） 政治活動及び宗教活動を目的としていないこと。 

（７） 特定の公職者（候補者を含む）又は政党を推薦、支持、反対することを目的としてい

ないこと。 

（８） 市内に活動拠点があること。 

２ 対象活動 

次に掲げる活動を総合的に実施すること。 

（１） レクリエーション・趣味活動 

（２） 介護予防に資する活動 

（３） 高齢者同士又は世代を超えた地域住民の交流活動 

３ 活動場所 

次に掲げる要件を全て満たし、継続的に実施可能な場所で活動すること。 

（１） 地域住民が気軽に出かけることができる町会・自治会館や集会所、市民センター及

びこれに準ずる場所 

（２） おおむね１０名以上の利用者が、一度に利用しても支障が出ない程度以上の広さが

確保されている場所 

（３） 建築基準法・地区計画（八王子市地区計画の区域内における建築物の制限に関す

る条例）に抵触していない場所 

４ 運営時間 

１日あたり原則９０分以上運営すること。 

５ スタッフ 

登録スタッフは５名以上、運営時は２名以上のスタッフを配置すること。 

６ 参加人数 

１日あたり１０名以上の参加者が見込めること。 

７ 運営方針 

会場の周辺に居住する高齢者をはじめ、誰もが利用できるように運営すること。 

８ 参加費等の徴収 

参加費・食事代などについて、営利目的とならない範囲の実費相当分として、任意で定める

ことができる。 

９ 守秘義務 

スタッフは、利用者への対応に十分配慮するとともに、知り得た個人情報等について、他に漏

らしてはならない。その職を退いた後においても同様とする。 


